
付録 D JavaScript超簡単入門

JavaScript (ECMAScript)の基本をごくごく簡単に説明する。

変数 JavaScriptには型チェックはないので、varというキーワードで変数を宣
言する。

var i=0;

演算子 +, -, *, /, %, ++, --, =, +=, ==などの演算子の意味は C言語や Javaとほぼ
同じである。+演算子は文字列の連接にも使用できる。

制御構造 条件判断（if文）,繰返し（while文, for文, do～while文）はほと
んど C言語や Javaと同じである。

関数の定義 関数の定義も C言語と良く似ているが、JavaScriptでは戻り値の型
を書く必要がないので、C言語で関数の戻り値の型を書く部分に、キーワード
functionを用いるところだけが異なる。また、仮引数の型を宣言する必要も
ない。return文の書き方も C言語と同じである。

1 function cube(n) {
2 return n*n*n;
3 }

匿名関数 JavaScriptでも無名の関数を定義することができる。JavaScriptでは次
のような形を用いる。

function (変数 1, . . . , 変数 n) { 定義 }

つまり、functionというキーワードと括弧の間に関数名がない。

D.1 JavaScriptプログラムのデバッグ
JavaScriptはプログラムの実行前にエラーを見つけてくれないので、気軽に試

せる反面、デバッグがしにくい、という短所がある。
問題があったときでも、実行が止まってしまって画面に何も表示されず、そのま

までは手がかりが何も得られないことが多い。そういう場合はブラウザーの「コ
ンソール」という画面を表示しておけば、実行時に表示されるエラーメッセージ
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を見ることができる。「コンソール」の表示の仕方はブラウザーによって異なる
が、Firefoxの場合は、「ツール」－「Web開発」－「Webコンソール」で表示さ
れる。Internet Explorerの場合は「ツール」－「F12開発者ツール」で表示される
ようである。
コンソール画面にメッセージを出力するためには console.logという関数を
使う。また、alertという関数を呼び出すと、画面に警告ダイアログを開くこと
ができる。（alertの場合、警告ダイアログを閉じるまで、次の処理に進まない。）

1 console.log("Hello!");
2
3 alert("Hello!");

これらの関数呼び出しをプログラム中に適宜挿入しておいて実行すると、どこま
で実行されたか、どこで実行が止まっているか、などを確認することができる。
また、JavaScriptの問題点を静的に指摘してくれる JSLint (http://www.jslint.
com)というツールもある。

D.2 さらに詳しく知りたい人のために . . .

[1]は、JavaScript (ECMAScript)の仕様書である。
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